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37　当科における自己免疫性肝炎に合併した肝細

胞癌の検討

大 橋 和 政 ・ 土 屋 淳 紀 ・ 松 田 康 伸

市 田 隆 文 ・ 野 本 実 ・ 青 柳 豊

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器内科学分野

近年非 ウイ ル ス 性肝 疾患 の 発癌頻度 に つ い て

様々な議論が なされて い る . 今回, 当科に おける

A I H に合併した ⅢC C に つ い て検討を試み た . ウ

イ ル ス 性疾患を除外 した A I H に おい て H C C 発症

は稀 で あ る と い われ て い る が
, 当科 に 入 院 した

A I Ⅲ患者 3 9 人中, 6 人に H C C 発症 が認 め られた .

内 4 名が A I H に た い して免疫抑制剤を使 用 して

おり, 4 名が ⅢC C 発症 時背景肝 は肝硬変で あ っ

た . A I H 症例に お い て は, 肝硬変例 は勿論で ある

が, 肝硬変と言 い切 れず, また, トラ ン ス ア ミ ナ
- ゼ が低値に コ ン ト ロ ー

ル されてt l る症例 に お い

て も免疫抑制剤, ス テ ロ イ ドの 使用の 有無に かか

わらず発癌 を視野に 入れた経過観察が望ま しい と

考 えられた .
P S L 等 により トラ ン ス ア ミナ - ゼが

低値に保たれ, 肝機能が 十分保た れて い る症例 に

おい て も肝癌は発生するが, 肝癌 に対 して十分な

治療が行 われ る例が多い傾向が あ っ た .
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症例は 51 歳女性で肝機能異常に つ き 9 5 年に精

査 し自己免疫性肝炎 ( A I H) に よる肝硬変 (L C)

と診断 された . U D C A 内服 にて経過観察さ れて い

た が
,
2 002 年 4 月 より腹水, 黄痘 , 全身倦怠感 が

出現 し内科 的治療に反応 しな い こ と か ら加療目的

に 7 月 2 2 日当科人 院と な っ た . 入院時, 総 ビリ ル

ビ ン 28 .4
,
C A 19 - 9 264

,
C E A 4 05 .7 と著明な上昇

を認 めた . 各種検索より胆管細胞癌と診断 された

が全身状態は悪化 し第25 病 日に死亡退院された .

病理解剖 にて も同所見であ っ た . AI H と胆管細胞

癌の 合併報告例は本邦で 3 例 で い ずれもス テ ロ イ

ドの 投与はされて おらず肝硬変で あ っ た . 胆管細

胞癌の 原因と して持続する胆管炎や肝硬変が考え

られて おり本症例 で もス テ ロ イ ドや免疫抑制剤に

よる肝内の 炎症 の 十分 なコ ン ト ロ ー ル が胆管細胞

癌 の 発生 予防に重 要で あ っ た 可能性が 示唆さ れ

た
.

3 9　原発性胆汁性肝硬変に肝細胞を合併した一

剖検例
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今回 ⅢC C 発見を契機に, そ の 基礎肝疾患 と し

て P B C が考 えられた 1 剖検例を経験 した の で報

告する . 症例は 5 9 歳女性. 黄痘を主訴に受診. 血

書夜化学検査 で は胆道系優位 の 肝胆 道糸酵素 の 上

罪. A N A 80 倍, A M A 20 倍, 抗 M 2 抗体 4 6 .3 倍,

腫癌 マ
ー

カ
ー

A F P 7 0 0 n g / m l , H B s - A g ( - ) ,

H C V ( - ) . 腹部 C T 像で 肝右菓後区域 に 5 c m ,

S 4 に 4 c m
,
S3 に 1 c m 大の 多発肝腰 痛を認め た .

臨床 的 に は P B C に 合併 した S t a g e Ⅳ- a 期 の

ⅢC C と診断. B e st S u p p o rti v e C a r e の 方針とする

が 3 5 病 目にて永眠 . 剖検 を施行 した . 癌部は 申分

化型で 基礎肝疾患 は胆 管の 消失と門脈の 狭小 化,

軽度 の 紳胆管増生 を認め た が門脈域 へ の 小円形細

胞浸潤および限界版の破壊が著明 で慢性肝炎活動

性類似の 所見を合わせ もつ , P B C と して は特殊な

組織像を呈 して い た . こ の 事と発癌と の 因果関係

に つ い て今後検討 して い く予定である .
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